
　
日
本
ダ
イ
カ
ス
ト
協
会
は
２
０
１
５
年

月
に
創
立

周
年
を
迎
え
る
の
を
記

念
し
て
、
き
ょ
う

日

時
か
ら
東
京
都
港
区
台
場
の
ホ
テ
ル
日
航
東
京
で
創
立

周
年
記
念
式
典
を
開
催
す
る
。
ダ
イ
カ
ス
ト
産
業
は
薄
肉
、
軽
量
化
、
リ
サ
イ

ク
ル
性
と
い
っ
た
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
基
幹
産
業
で
あ
り
、
自
動
車
産
業

な
ど
産
業
界
の
成
長
に
広
く
貢
献
し
て
い
る
。
同
協
会
は
ダ
イ
カ
ス
ト
産
業
の
健

全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
関
連
産
業
の
振
興
に
寄
与
し
て
き
た
。
よ
り
一
層

の
発
展
の
た
め
に
、
調
査
研
究
、
標
準
化
の
推
進
、
広
報
活
動
な
ど
業
界
の
基
盤

強
化
に
向
け
た
事
業
を
行
う
。

成
長
継
続
へ
基
盤
強
化
品
質
・
コ
ス
ト
さ
ら
に
向
上

技
術
力
で
未
来
を
切
り
開
く

日本ダイカスト協会会長高橋　新ごあいさつ
　
一
般
社
団
法
人
日
本
ダ
イ
カ

ス
ト
協
会
は
、
本
年

月

日

を
も
っ
て
創
立

周
年
の
記
念

日
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
は
ひ
と

え
に
多
く
の
需
要
家
の
皆
さ
ま

の
ご
愛
顧
、
会
員
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
協
会
活
動
を
支
え
た
歴

代
会
長
並
び
に
各
役
員
、
事
務

局
員
の
た
ゆ
ま
ぬ
活
動
、
そ
し

て
官
界
、
学
会
の
ご
支
援
の
た

ま
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
め
で

た
く
祝
賀
の
日
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
喜

び
に
堪
え
ま
せ
ん
。
心
よ
り
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
近
の
わ
が
国
経
済
は
、

緊
急
経
済
対
策
な
ど
政
府
の

各
種
政
策
の
推
進
や
政
労
使
の

取
り
組
み
に
よ
り
緩
や
か
な
回

復
基
調
が
続
い
て
い
る
も
の
の

個
人
消
費
な
ど
に
い
ま
だ
力
強

さ
を
実
感
で
き
な
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
当
業
界
に
お

き
ま
し
て
も
、
為
替
水
準
の
好

影
響
に
よ
る
原
材
料
価
格
、
燃

料
価
格
な
ど
経
営
環
境
に
一
筋

の
光
明
も
う
か
が
え
ま
す
が
、

国
内
生
産
環
境
は
依
然
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
創
立

周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
こ
の

年
間
を
振
り
返

っ
て
み
ま
す
と
、
協
会
が
設
立

さ
れ
た
１
９
５
５
年
の
ダ
イ
カ

ス
ト
の
年
間
生
産
量
は
わ
ず
か

６
０
０
０

で
あ
り
ま
し
た

が
、
当
ダ
イ
カ
ス
ト
業
界
は
総

じ
て
右
肩
上
が
り
に
堅
調
に
推

移
し
、

年
後
の
２
０
０
５
年

に
は
１
０
６
万

と
初
め
て
１

０
０
万

の
大
台
に
乗
り
、

年
は
１
１
６
万

と
ピ
ー
ク
に

達
し
ま
し
た
。そ
の
後
、
年
の

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
や

年

の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
産

が
落
ち
込
み
、
加
え
て
円
高
下

に
お
け
る
顧
客
の
海
外
展
開
の

影
響
に
よ
り
近
年
の
国
内
生
産

量
は
１
０
０
万

前
後
を
推
移

し
て
お
り
ま
す
。
好
調
に
需
要

が
増
加
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
と

比
較
し
て
今
後
の
ダ
イ
カ
ス
ト

国
内
需
要
動
向
に
は
不
安
が
残

る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
需
要
家

の
皆
さ
ま
に
は
、
日
本
の
ダ
イ

カ
ス
ト
産
業
の
総
合
力
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
日
本
国
内
で
の

需
要
の
維
持
と
拡
大
を
ぜ
ひ
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
日
本
の
ダ
イ
カ
ス
ト
産
業
は

今
日
ま
で
、
優
れ
た
部
品
の
供

給
を
通
じ
て
、
自
動
車
、
一
般

機
械
、
電
気
機
械
、
そ
の
他
関

連
産
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
も

の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
さ
ら
に
健
全
に
発
展
し
て
い

く
た
め
に
は
、
モ
ノ
づ
く
り
力

の
さ
ら
な
る
強
化
や
新
た
な
需

要
創
出
に
加
え
て
個
々
の
企
業

体
力
に
応
じ
た
海
外
展
開
な
ど

が
求
め
ら
れ
て
い
く
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
道
は
決

し
て
平
た
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
私
た
ち
が
長
年
培
っ
て
き

た
技
術
力
や
匠
の
技
を
生
か

た
く
み

す
こ
と
に
よ
り
必
ず
や
未
来
を

切
り
開
い
て
行
け
る
も
の
信
じ

て
お
り
ま
す
。

　
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

年
度
の
４
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業

協
同
組
合
と
の
「
事
業
統
合
」

を
契
機
に
、
よ
り
一
層
日
本
の

ダ
イ
カ
ス
ト
産
業
発
展
の
た
め

に
、
人
材
の
育
成
、
技
術
な
ど

に
関
す
る
調
査
研
究
、
標
準
化

の
推
進
、
認
知
度
向
上
の
た
め

の
広
報
活
動
な
ど
業
界
の
基
盤

強
化
に
向
け
た
事
業
を
行
い
、

ダ
イ
カ
ス
ト
事
業
者
お
よ
び
関

連
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
貢
献
で

き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
日
の
記
念
す
べ

き

周
年
記
念
式
典
に
あ
た

り
、
当
協
会
を
ご
支
援
く
だ
さ

い
ま
し
た
各
界
の
皆
さ
ま
に
重

ね
て
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
い
た
し

べ
ん
た
つ

ま
す
。

産業界の発展に貢献する
日本ダイカスト協会創立周年

年 月にパシフィコ横浜で開かれた
日本ダイカスト会議・展示会

き
ょ
う
記
念
式
典

　
日
本
ダ
イ
カ
ス
ト
協
会
は

１
９
５
５
年

月

日
に

「
日
本
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業

会
」
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

年
度
に
日
刊
工
業
新
聞
主

催
の
機
械
工
業
展

日
比
谷

公
園

に
ダ
イ
カ
ス
ト
製
品

を
出
品
。
ま
た
、
技
術
文

献
、
参
考
資
料
な
ど
の
収
集

配
布
に
も
着
手
し
た
。

年

度
に
は
日
本
ダ
イ
カ
ス
ト
工

業
会
の
基
礎
の
確
立
に
伴

い
、
工
業
会
の
権
利
、
義
務

の
一
切
を
継
承
し
、
「
社
団

法
人
日
本
ダ
イ
カ
ス
ト
協

会
」
に
改
組
。

年
度
に
は

「
日
本
ダ
イ
カ
ス
ト
会
議
・

展
示
会
」
の
前
身
で
あ
る

「
第
１
回
ダ
イ
カ
ス
ト
研
究

発
表
会
」
を
開
催
。
現
在
、

日
本
ダ
イ
カ
ス
ト
会
議
・
展

示
会
を
隔
年
で
開
催
し
、
最

先
端
技
術
の
研
究
論
文
発
表

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
現
場
改
善
事
例
発
表
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最
新

の
設
備
機
器
、
製
品
を
紹
介

し
て
い
る
。

　
ダ
イ
カ
ス
ト
と
は
、
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
、
亜
鉛
、
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
、
銅
な
ど
の
溶
融
合

金
を
精
密
な
金
型
の
中
に
高

圧
力
を
加
え
て
圧
入
し
て
、

高
精
度
で
鋳
肌
の
優
れ
た
鋳

物
を
短
時
間
に
大
量
生
産
す

る
鋳
造
方
式
の
こ
と
だ
。
ダ

イ
カ
ス
ト
の
構
成
要
素
と
し

て
、
ダ
イ
カ
ス
ト
マ
シ
ン
、

原
材
料
、
金
型
が
あ
る
。

　
ダ
イ
カ
ス
ト
業
界
を
取
り

巻
く
経
済
状
況
を
み
る
と
、

自
動
車
産
業
の
活
性
に
よ
っ

て
２
０
０
４
年
以
降
、
ダ
イ

カ
ス
ト
国
内
総
生
産
量
が
増

加
し
、

年
に
は
１
１
６
万

で
最
多
の
生
産
量
と
な
っ

た
。
し
か
し
、

年
秋
の
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
急
激

な
減
産
を
招
き
、

年
の
総

生
産
量
も

万
６
０
０
０

と
大
幅
に
落
ち
込
ん
だ
。
そ

の
後
回
復
に
転
じ
た
も
の

の
、

年
３
月
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
や
世
界
経
済

の
減
速
、
超
円
高
な
ど
を
背

景
と
し
て
、
再
び
減
少
に
転

じ
た
。

年
以
降
は
総
生
産

量
が
１
０
０
万

近
辺
で
推

移
。

　

年
の
ダ
イ
カ
ス
ト
国
内

総
生
産
量
は
前
年
比
１
・
６

％
増
の
１
０
０
万
２
６
０

で
、
辛
う
じ
て
前
年
を
上
回

り
２
年
ぶ
り
に
１
０
０
万

を
超
え
た
。

年
の
総
生
産

金
額
は
同
３
・
２
％
増
の
５

８
６
７
億
１
９
０
０
万
円
だ

っ
た
。

　
ダ
イ
カ
ス
ト
の
用
途
は
生

産
量
比
で
約

％
が
自
動
車

用
で
あ
り
、
今
後
も
自
動
車

業
界
の
動
向
に
よ
っ
て
ダ
イ

カ
ス
ト
業
界
の
景
況
は
影
響

さ
れ
る
と
想
定
さ
れ
て
い

る
。

　
同
協
会
で
は
将
来
展
望
と

し
て
、
ダ
イ
カ
ス
ト
産
業
が

今
後
も
成
長
す
る
産
業
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
は
、
海
外

展
開
を
経
営
戦
略
の
一
つ
の

選
択
肢
と
し
て
と
ら
え
る
。

そ
れ
と
と
も
に
、
国
内
生
産

を
維
持
し
続
け
る
た
め
に
は

ア
ジ
ア
諸
国
の
一
歩
先
を
行

く
技
術
・
工
法
な
ど
を
開
発

し
、
品
質
・
コ
ス
ト
両
面
で

負
け
な
い
も
の
を
作
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
そ

の
た
め
の
人
材
育
成
も
重
要

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１５年 平成２７年 ５月２１日 木曜日 　　


